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体 験 詩 か ら象 徴 詩 へ
一 メー リケの 『ペ レグ リーナ』詩群 につい て 一

トしじ 　

石 兀 修

エー ドウアル ト ・メー リケ(EduardM6rike)の 五 篇 の好 情 詩 か らな る 「ペ レグ リーナ』

Peregrina詩 群 似 下、この詩群をペレグリーナ・ッィクルスと呼ぶ。またそのなかの個々餅予情詩を特定するときは、

シークエンスにしたがって最終稿に付された1、ll、 皿、W、Vの 番号を用いる。)の 誕生 については、詩人の

1823、24年 の恋愛体 験が直接 の契機 となってい る とされる。勿論 、 それ以前 の従妹 クラ ラ ・ノ

イファーとの初恋 も作 品に流れ込 んでいる ことは否定で きない。1)さ らには詩人ユ スティヌス ・

ケルナーの 「旅 の影 』Reiseschatten(1811年)に 登場す る不思議 な(fremd)少 女 の像が 、 ツィク

ルスの ヒロイン(ペ レグ リーナ)に 投影 されてい ることも指摘 されている。2>し か し1823年 に

テユー ビンゲ ンで出会 った給仕女(酌 婦)マ リア ・マ イアー との階級差 か ら考 えて も元来実 る

はずの ない相思の恋 とその後 の離別 は、当時の詩人 の神経 を病 ませるほ どの苦 しい経験 であ り、

その状 況の なか で彼 は ッ ィクルス を書 き始 めている。マ リアはシ ャフハ ウゼ ン出身の私生児 で

あ り、テ ユー ビ ンゲ ンに流れ来 る までの生活 は市 民階級か らみれば、 ほ とん ど放 蕩 と呼 んで も

差 し支 えの ない ものであ った らし く、 またこの地 に働 くこ とにな って もその放 浪 に染め られた

生活態度 は変 わ らなか った。 しか し彼 女 は見 る人 が息 を呑 むほ どに美 しい女性 であ り、 テユー

ビンゲ ンの若者 たちの間で得 も言 えぬ魅 力 を漂 わせ た とい う。彼女 に心惹か れた人た ちの なか

で も、 まさに魂 まで も揺 さぶ られたのが メー リケであ った。美 し くも悲劇的 な さす らいの女 を

描 くツ ィクルス を生 み出すの に最 も貢献 したのは、 この よ うな事情 か ら、マ リア ・マイ アー と

の悲恋であ った と見 なす こ とにはほ とん ど問題 はないであろ う。

しか しこの ッ ィクルスの個 々の作 品の成 立時期 について は、 皿の詩が1824年 に書 かれてい た

とい うこ とが友 人ハ ル トラウプの メモ に明 らかで あるだ けで 、3)そ れ以外 の詩 につ いて は、

1828年 以前 に書か れた と しか断定 で きない。お そ ら くIIIの詩 とそれ以外 の四篇 の詩 の成立時期

には四年 もの隔た りはな く、 どの詩 ももっと短い時 間の うちにで きあが ってい たであろ う。 し

か しそれ はあ くまで も文学作 品 に対す る研 究者 の予感 と類推 に過 ぎず 、 ここで言 える こ とは、

どの作品 もマ リアとの(出 会い と)別 れ を契機 としてお り、その体験 を若 き詩人 のあふれ出 る

ような天分が昇華 しよ うとした文学 である とい うこ とだけであ る。 その意味で このツ ィクルス

はメー リケ の重 要 な体験文 学であ る といえ よう。詩 的 自我 とペ レグ リーナの関係 には、 自 らと

マ リアの悲恋が確 実 に投影 されてい るのであ る。 しか し、 メー リケは生 涯 に亘 って、 この ツ ィ

クルス に改稿 を重 ねてい る。 その間 には、好情 詩 『ヨゼ フ ィーネ』ノosephineに 描 かれた シェー

ルの少 女 へ の恋 愛(1828年 の 出会 い)や 、や が て は破 局 を迎 え たル イ ーゼ ・ラウ との婚 約

(1829年 の婚 約、1833年 の婚 約解 消)、 さらにはマ ルガ レー テ ・シ ュペ ー トとの婚姻(1851年)

と多難 な結婚生活 など、詩人の幾 つか の女性 をめ ぐる事件が生起 し、 また小 説 『画家 ノルテ ン』

MalerNoltenの 創作 と詩人 としての円熟 も手伝 って、ツ ィクルスは微妙 に姿 を変 えてゆ く、最終
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的 にツ ィクルスは、詩人 の 『詩集』GedichtevonEduardMδrike第 四版(1867年)で 、現 在 の

決定稿 と しての形姿 を獲得 す るの だが 、 その ほぼ三十 年 間続 い た改作 の努 力が 、体験 詩 と し

て の詩群 を、詩 人 の体 験 を遙か に越 えた 、神 話 的 と も言 える超個 人 的な象徴 詩へ と変貌 させ

る ことにな った。本論 文 は、体験 詩 と しての作 品群が 、象徴 詩 の ツ ィクルス と して完成 す る

までの改稿 の模様 を、 『画 家 ノル テ ン』 に挿 入 され た ツィ クル スの稿 や、 第一版 か ら第 三版

の 『詩 集』 に含 まれ た 印刷 稿 、 あ る い は そ れ ら以 前 の 、 シ ュ トゥ ッ トガ ル ト稿4)を 代 表

とす る手 稿(Handschriften)や 、一篇 だけの単独 で掲 載 された雑 誌稿(Morgenblatt .fiirgebildete

Stdndeの1829年 、第46号 にVの ソネ ッ トの初期稿が見 られ る)な どを点検 して辿 りなが ら、最終

稿(「 詩集』第 四版掲載)の ッ ィクルス の象徴性 を浮 き彫 りに しようとす る もの である。5)

1

この誠実 な褐色 の瞳 の鏡 は

内 に秘 めた黄金 を映 し出 してい る ようだ。

胸の奥底か らそれ を吸い上 げてい るようだ。

その奥底で はこの よ うな黄金 は聖 なる苦悩 の うちに育つ のか もしれ ない。

その まなざ しの夜 に身 を浸す よう、

何 も知 らぬ子 よ、 なん じ自 らがわ た しを招 く。

わた しが大胆 に もわれ となん じに火 をつ けるこ とを望 み、

微 笑み なが ら罪の杯 に死 をそそいで差 し出す。(r詩 剰 第四版)

ペ レグ リーナ ・ツィクルスの壁 頭 を飾 る このス タ ンツェ には、 シュ トゥッ トガル ト稿 で は次

のス タンッェが第二連 と して備 わ ってお り、二連全体で 『アグネス 、尼僧 』Agnes,dieNonneと

い うタイ トルがつけ られていた。

かつては素 晴 ら しい人生の夢 が

わた しに大 地深 く芽生 える黄金 を見 させ て くれ、

その暗い竪穴 に動 く秘 かな生命 の力 を

予感 させ 聞 きとらせて くれた。

わた しは衝動 にか られて降 りてゆ き、抗 えなか った、

そ して地 の下 で絶望 した ように立 ちつ くす ままだった 一

黄金 の鉱脈 は どこに も見 つけ られず、

まわ りでは憧 れにみちた怖 れが震 えていた。(シ ュトゥットガルト稿)

この ように初期稿で は、1の 詩 は二 つのス タ ンツ ェか らな り、 かつ第一連 は 「微 笑み なが ら罪

の杯 に死 をそそいで差 し出す 」の詩行 とは大 いに異 なる 「去れ、罪 に まみれ後 晦を もた らす愛の

幸福 よ!1と い う罵 りに近 い命令 口調の行で閉 じられていた。初期稿 の二つの連 を通 して読 めば、
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「わた し」(詩 的 自我)が 行 った 自らと恋人 の現状 況 に向 けた判 断 と対 応(第 一連)、 お よび

その ように判 断 し対応 す るに至 った理 由 と してのかつての苦 い経 験(第 二連)を 、1の 詩 は元

来描 こ うと してい たのだ と解 釈 される。 さらには、 「褐色 の瞳」 の娘 をシェールの ヨゼ フ ィー

ネ と見 な し、彼 女へ の恋 愛感 情 に対す る怖 れ を初 めのス タンツェは表現 し、後 のス タ ンッェは

その怖 れの原 因 と して、かつて のマ リア ・マ イアー との苦 しか った関係 を持 ち出 した もの だ と

して、 この詩 の誕生時期 は1828年 であ ると推測す る研 究者 もいる。6)筆 者 はそ こまでモデ ルの

特定 を行 う勇気 は持 たないが、 しか し1の 詩が本来 は体験 詩 の性格 を鮮 明 に示 していた とい う

ことに異論 は な く、最後 の(伝 統 的で普 遍性 の強 い)ソ ネ ッ ト(Vの 詩)で 象徴性 を完成 させ

るッ ィクルスの出発点 と して、初期稿 の前 半部(第 一連)の み ではあ るが体験性 の強い内容 を

持 つ(し か も形式 としては堅固 な)こ のス タンッェ を採用 したこ とは、 ツィクルスの 自然 なシ

ー クエ ンス を構 成す るため には適切 な判 断で あった とい えるで あろ う。 もちろん追放 と離別 を

表現 した 「去れ、罪 にまみれ後悔 をもた らす愛の幸福 よ!1と い う終行の ままでは、ll(結 婚式)

の詩 お よび 皿(別 離)の 詩へ とツ ィクルス を連鎖 させ てゆ くのに無 理が生 じるこ とは明 らかで

あ り、メー リケ は、 「微 笑み なが ら罪 の杯 に死 をそそいで差 し出す 」とい う、無気味 な予感の

ままに開かれた詩行 に書 き換 える ことに よ り、Hの 詩へ と架橋 す るのであ る。7)

この一 篇のス タ ンツェが秘め ているエ ネル ギー、ツ ィクルス の詩 を次 々 と連鎖 させ てゆ く推

進力 は、 どの ような ものであ ろ う。恋 人の瞳 に反映 した 「黄金」 、それ は彼女 の内面 にあ る美

であ り、瞳 はそ れを鏡 の ように映 し出 してい る。 しか しその 「黄金」 を 「わた し」 は素直 に受

け入れる こ とが で きない ようだ。 「何 も知 らぬ子」(ノ ルテ ン稿 でのみ 「無垢 の子」 となって

い る)と は認め なが らも、彼 女 のエロス に驚 きと恐怖 を感 じ、彼女 と結 ばれる ことは、堕落 を

招 いて 「死 」の 「杯」 を飲 み干す ことにつ なが る と考 えて しま う。 しか し何 も知 らぬ少女で あ

ってもエ ロスを所有す ることは当然であ り、問題 とすべ きは、性的な結合 を前 に尻込み して怯 え、

その原 因 を少女 の中に求めて しまうこと、彼女 を 「誘惑」の魔法 を使 う魔 女 の ような存 在、男

を弄 ぶ 「罪」 の女 と見 なそ う とす る男 の偏 見 である。 アダムを誘惑 し、彼 に快楽 とい う罪 を犯

させ 、永 遠の命 を失 わせて死 を運命 とす るに至 らせ た イヴの如 く、少女 も 「罪 の杯」 に 「死」

をそそ ぐのである。 この弱い男の 目には、少女 は誘惑す るイヴの娘 と映 る。 このような観点 は、

「性」 を悪 と見 な しその源泉 を女性 の 「野生(自 然)」 に認 めて、 まさに 「誘惑」 の役 割 を女

性 に押 しつけて きた文化 的伝 統 を、その ままに反 映 してい る。 も し男 に もっ と大 きな理解力 、

包容力が あれば この ような偏 見 を克服 で きたであろ う。あ るいは 自己の弱 さを知 り、女性 に対

す る信頼 を確実な もの にしていれば、少女 をそのままに受け入 れることがで きたに違いない。 「わ

た し」 はその ことに全 く気 づい ていないわ けではない.彼 は少女 の ことを 「何 も知 らぬ子」 と

呼 んでお り、 ノル テ ン稿 で は 「無垢 の子」 と呼 んでい るので あるか ら、彼 女 に悪 意 を見い だす

こ との理不 尽 さは かな り認 知 してい るはず で あ る。 その ことは、 シュ トゥッ トガル ト稿 にい

たるまで存在 した第二 連のス タ ンツェを削 り、 また第一連 のス タンツェの末尾 の 「去れ、罪 に

まみれ後悔 をもた らす 愛の幸福 よ!」 とい う一方 的な命 令 を撤 回 し、い わばア ンビヴ ァレン ト

で決断 の しかね る開かれ た状態 の ままで、 ツ ィクルスの頭 の詩 を鳴 り止 ませ ている点 に現 れて

い る といえ よう。 この男の曖昧 な心情 、娘 の 「黄金 」 を信 じるべ きか、そ れ とも創 世記 の堕 罪
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の ご とく自分 は魔 女 に誘惑 されて(魂 の)死 を招 来 して しま うのか とい う、不 安 に満 た された

心 理状 況 を、 ッ ィクルスの出発 点 と して、詩人 は提示 してい るので ある。

H

祝典 の広 間は飾 り立 て られている。

ろ うそ くに明る く照 らされ、色鮮 やか に、生 ぬるい夏の夜の なか、

庭 のテ ン トが開かれて立 っている。

柱 の ように、立ち昇 るのは、つが いになって、

緑 の蔓 に絡 みなが ら、首 と首 を絡 ませ合 った

十二 匹の青銅 の蛇 たち、

軽 く格子 に組 んだ屋根 を

担 い支 えている。

花嫁 は しか しまだ姿 を隠 して

自分の家の小 部屋で待 ってい る。

つい に婚礼 の行列 は動 く、

たい まつ を掲 げ、

厳 か に沈黙 して。

そ して中央 に、

わた しを右手 に伴 い、

黒 の衣装 を着 て、花嫁 は素朴 に歩 む。

深紅 の布 が美 し く躾 をな して

優美 な頭 を覆 っている。

微笑 みなが ら彼女 は歩 いてゆ き、宴 の香 りがすで に漂 う.

ひ とときを経 て祝宴 の喧喋 の さなか

わた したち二人 はこっそ りと脇へ抜 けだ し、

庭 の闇 のほうへ逃 れる。

茂み には薔薇が燃 え、

月光が百合の まわ りで震 え、

ウェイ トマス檜が黒髪で

池の鏡 をなか ば覆 ってい る。

絹の ような芝の上で、ああ、胸 に胸 を押 し当て、

どれほ どにわた しの 口づ けはおずおず とした口をむさぼって息詰 ま らせ た ことか。

その間 も噴泉 は、溢れ る愛の
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ささや きとは関 わ りな く、

自分 のお しゃべ りを永遠 に楽 しんで いた。

しか し遠 くか らは我 々を

か らかい誘 う友の声、

笛 と弦 の音 が聞 こえたが、効 き目はなか った。

わた しの求めにあ ま りに も早 くぐった りと して、

その軽 い愛 らしい頭 はわた しの膝 の上で休 んだ。

戯 れにわた しは 目を彼 女の 目に押 し当て、

しば しその長 い まつげが

蝶 の羽 の ように開いた り閉 じた りす るの を感 じていた、

眠 りが まつ げを止 める まで。

曙が現れ る前 に、

新婚の部屋 のラ ンプが消 える前 に、

わた しは眠る娘 を起 こ し、

わが家へ と不思議 な子 を導 き入 れた。(r詩 剰 第四版)

個人的 で不安 げな内容 をス タンツェ とい う確 か な形式 に刻 印 した1の 詩 とは異 な り、1[の 詩

においては形式は自由にな り、内容の点で もバ ラーデ的な もの を表現する。それによ り、現実(近

代市民社会)の 結婚や儀式 を完全 に異化 して しまった祝祭 の世界が、神秘 的 な雰囲気 の うち に

展 開され 、詩 の世界 は東方 のメル ビェ ンの趣 を呈す る。 そ してその後で は さらに流浪 の民 の よ

うな男 女の和 合が描 写 され る。

この 「祝典 の広 間」 は邸宅 の建物 の内部 にあ るので はな く、実はそれが 「庭 園」 に建 て られ

た 「テ ン ト1で ある ことが三行 目でわか る。 そ してそ のテ ン トを支 える柱 は 「十 二匹の青銅 の

蛇たち」であ り、彼 らが 「軽 く格子 に組 んだ屋根」 を担 っているのであ る。 なる ほ ど 「庭 園」

の中 にあ る とい うことで、 このテ ン トは決 して野原 や 山中に存在 す るので はな く、邸宅 の囲い

込 まれた空間の 中に設 置 され た ものであ って、その意味で は野生 を刈 り取 った文化(文 明)の

内部 で儀式 は行 われてい る とは言 え よう。 しか し教 会で結婚式が と り行 わ れるので もな く、披

露の宴 も含 めてすべ て屋外 の 闇の中、ろ うそ くの光 の もとで遂行 され るとい うのは、 まさに不

思議で ある。な るほ ど花嫁 は謙虚 な乙女 、市民階級 の花嫁 にふ さわ しく、 「自分 の家の小部屋

で待 ってい る」 。 しか し夜 の世界 に 「黒い花嫁衣 装」8)を 着用 して歩 む姿 にはすで に無 気味 な

魔術 の世界 の趣 が宿 っている。 この花嫁 は、花婿 の 目には、 メル ビェ ンの遠い魔法 の国か ら訪

れた魔 女 の娘 の ように映 じてい る とい うことを、長 い詩節 は表現 しているので あろ う.闇 とた

い まっ の光 の中で挙行 されてい る ものは市 民的 な結婚 とい うよ りも、 「魔術 的 なカル ト行為、

男女 の合 一 を官能的 ・エ ロス的 に固める一種 のイニシエーシ ョン」9)で ある と言 えるであ ろ う。

詩 の後半 もまたいか がわ しい愛撫 の世界 となる。初夜 は 「新 婚 の部屋」 で迎 えれば よいので
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あ り、その部屋 は当然用意 されてい る。 しか し新郎新 婦 は 「祝宴 の喧喋」 を逃 れてか ら も屋 内

には向か わず 、庭 園の闇 に隠れて睦み合 うのである。 この ように異化 された初夜 の描写 は、詩

的 自我が相手 の女性 との関係 を如何 に不 思議 でいかがわ しい と見 な して いるか を表現 す る もの

である。仔情詩 に物 語の叙事詩 の文体 をた っぷ りとそそ ぐこ とに よ り、 「わた し」 は 自己の体

験 を距離 を置いて眺め られる ようになってい ると我々が読むのは、それな りに妥当 してはい るが、

逆 にその文体 に よ り、 む しろ二人 の関係 は、現実社会 の習慣や規範 で は測定 で きない不 可解 な

もの と見 なさ ざる を得 な くなって しまってい る といえるのか も知 れ ない。 しか しここで、 「絹

の ような芝の上 で、ああ胸 に胸 を押 し当て」 の詩行以 下の三連が この最終稿 の ような形 になる

のは詩集第二版以 降の ことで あ り、それ まで は次 の ようにた った一連 の短 い ものであ った こと

を確認 しておかなければな らない。

い まや彼女 は静か にたたず んで 、

不思議 なまな ざしを向けなが ら指で わた しのこめかみ を撫 でる、

突然 わた しは深 いま どろみに落 ちたが、

奇跡 の眠 りに力 をつ け られて

至福 の 日々へ と目覚 め、

不思議 な花嫁 をわが家へ と導 き入れ た。(シュトゥットガルト樹

旧稿 と新稿 を比べ る と、 ともに異化 され た世界 を表現 している こ とに変 わ りは ないが 、新稿 の

方が 「わた し」 による 自己の客観 視が進 んでいる と思 われる。彼 はメル ビェン的 な世界 に精神

を活動 させ なが ら も、娘 の ことを 「不思議 な花嫁 」で はな く 「不 思議 な子」 と呼 び換 え、それ

によって視 点 に包容力 を備 えて、優 しい眼差 しで彼 女 を見つ め るようになってい る。 旧稿 の花

嫁 は、 「指」 で花 婿 の 「こめかみ」 を撫 でて眠 りに入 らせ 、(快 楽 に満 ちた)至 福 の 日々 をも

た らす。 それ に引 き替 え新稿 では、快楽 をむ さぼ り、花嫁 を 「息詰 ま らせ」 、 「ぐった り」 と

させ て しま うのは、男 のほ うであ る。快楽 の主 導権 を握 ってい るの はま さに男 自身で ある こと

を 「わた し」 は認 識 してい る。少 女 は、性 的な遊技 へ と男 を誘 惑す る魔女 では な く、快 楽 を教

え よう とす る男 におずおず と従 ってい るだけの ようであ る。 自らの失 われた愛 を回顧 してい る

はずの詩的 自我 は、 ッ ィクルスの これか らの方 向 を示す この二番 目の詩 において、改稿 ととも

に既 に、相手 の女 性 を とらえる 自らの観点 に批判 と修 正 を加 えてい るのである。少女 は魔女 で

はな く無垢 な子 どもであ り、大 人の男性 に優 し く庇 護 されなけれ ばな らない.娘 と 「結婚」 す

る とい うこ とは、庇 護 を実現す る場 と しての安全 な空 間、 「わが家」 を彼女 に保証 して、 自ら

が彼 女 を守 り育 てる こ とで あった。す なわち愛 は育て なければ ならなか ったの に、 自分 はそれ

を傷 つ け捨 てて しまった、 とい う認 識が可能 にな った状況 か ら、稿 は改 め られてい る ことは明

らかであ る。 しか しツ ィクルスの1[の 段 階 でその ような後悔 を述べ て しま うの は、時期 尚早 で

ある こと も当然 であ る。そ れゆえ二人の初夜 の場所 には 「茂 み には薔薇が燃 え/月 光が百合 の

まわ りで震 え」 とい うア ンビヴ ァレン トな表現 が残 され ている。 これ は同時 に女性 の美 しさを

讃 える言葉 で もある。ギ リシ ャ ・ローマの神話 世界で は、(赤 い)薔 薇 は 「ヴ ィーナ スの花 」
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であ りエ ロス 的な誘 惑 を引 き起 こ し、片や(白 い)百 合 は 「ユ ー ノーの薔薇」 と呼 ばれ貞淑 な

結婚 と節 度 ある男女 関係 を求 める。10)キリス ト教 の世界 で は、 よ く知 られて いる ように、百合

も薔薇 も 「処 女性 のシ ンボル」 として清 らか な花 であ り続 ける。 初夜 の娘 はやは りイヴで もあ

りマ リアで もあ って、 アンビヴ ァレン トな存在 として描 かれ てい るので ある。 しか し旧稿 に比

べ て新稿 では、エ ロス的 な魔女性 よりも 「子 ども」 の無 邪気 さが優iって いる ことは、否 めない

であろう。

皿

一つの迷妄が入 って きた、

かつて は神 聖だ った愛の月光 の庭 に。

身震 い しなが らわた しは旧 びた欺購 を発見 した。

涙の まなざ しで、 しか し残忍 に、

わた しは、 ほっそ りとした

魔法 の ような少女 に

遠 く去れ と命 じた。

ああ、彼 女の気 高い額 は

うなだれてい た、 なぜ な ら彼女 はわた しを愛 していたか ら。

しか し彼 女は黙 って

かなた灰色 の

世界へ 出てい った。

それ以来わた しの心 は

傷 つ き痛 んでい る

二度 と癒 える ことは ないだ ろう。

恰 も空気 で紡 がれた魔 法の糸、

不安 の リボ ンが彼 女か らわた しへ と伸 びてい る ように、

そんな風 に切 な くも彼 女の ほうへ と引 こ うとす る ものが ある。

一 どうな るこ とだろう、 もしある 日わが家 の敷居 に

彼女が昔 の ように夜 明けの うす闇の なか旅の荷物 を傍 らに置 いて

腰 を降ろ しているの を見 つ けた と した ら?

そ して彼女 の 目が無邪気 にわた しを見上 げて

わた しはまた戻 って きま した

遙か な世界 か ら、 と言 った なら。(r詩 集』第四版)

スタンツェで予感 されていた娘の曖昧さを無邪気さで封印することにより忘却 を図った貞操
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へ の疑 い(Hの 詩)、 しか し悪 しき予感 は的 中 し、恋 人(妻)の 貞操 は偽 りの もの だった こ と

が明 るみ に出 る。 皿の詩 は、欺備が暴露 され、二人 の愛(結 婚)の 生活 は破綻 し、家庭 お よび

市民社会 か ら女が追放 された ことを表現す る。 しか し、一つの迷妄(Irrsal)が 入 って きた とは

何 ご とか。 この表現 自体 が実 に曖昧 である。い ったい彼 女が婚姻 中に不 貞 を働 いた とで もい う

のか。恋 人(夫)を 愛 しなが ら も他 の男 と関係 を持 っていた期 間が 、かつ て存在 した とで もい

うのか。いずれで もないのだ。それは 「旧びた(veijahrt)欺 隔」、要するに 「時効」 となった(「 わ

た し」 と出会 う以前 の)恋 愛問題(男 女 関係)で あ り、 い まさ ら表沙 汰 に して とやかや言 うこ

とで はないの だ。そ れに も拘 わ らず男 は女 を追 いつめ 「遠 く去れ と命 じた」。男 の嫉妬深 さ、

寛大 さの欠如 の現れ である。彼 女は今 まで確 か にその こ とを隠 して きた。そ して今 も自己弁護

す るこ とな く 「うなだれて」 い る。彼 を 「愛 してい たか ら」 こそ、彼女 は秘か に苦 しみ続 け、

過去が発覚 した今 となっては 「黙 って/か なた灰色 の/世 界へ 出て いった」 の だ。 それで も彼

女の額 は 「気 高(edel)」 かった。 「わた し」 は 「涙 の まな ざ しで」 しか し 「残 忍 に」彼 女 を

追放 した。 「心で泣い て」表面 では 「厳 しく(涙 を隠 して)」 で はない のだ。男 は 自分 自身の

プライ ドや社 会的体 面 の為 に彼女 を追放 している。その ため 「それ以来 わた しの心 は/傷 つ き

痛んでいる/二 度 と癒 えることはないだろう」。残 るものは後悔だけなの だ。彼女へ の思いは 「空

気 で紡が れた魔法 の糸」 の ように伸 びてゆ く、男 は身勝 手 に も、恋 人が無邪気 な姿で帰 って き

て くれ ることを夢想 す る。

しか し第二連以下 が上掲 の ようであるの は、 『詩集』 第四版 になってか らで あ って、1824年

の稿 か ら 『詩集』 第三版 に至 るまで、その部分 には もっ と幻想 的で無 気味 な夢 の世界が描 かれ

ていた。

その時以来 ずっ と

美 し く暗い夢が訪 れた、

銀 の谷 間に張 り巡 らされた ように。

自分 に何が起 こっているのか知 らず に

わた しは神聖 な苦 しみの病 に満 た されている。

しば しば夢 の中で椴帳が引 かれた、

薄暗 く大 きく無限 にのびて、

わた しと暗 い世界 の間に。

その向 こうに荒野が予感 され

その向 こうで突然、 なか ばお さえ られ て

夜風 が ざわめ くのが聞 こえた。

鍛帳の髪 も

ほ どな く嵐の なかで動 き始め

一つの予感 に も似 て嵐が撫で過 ぎてゆ き

わた しは じっと したまま、 しか し怯 えてい た。

荒野 の嵐 はだんだん低 くな り、
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見 よ、や って来 る ものがあった!

鍛 帳の隙 間か ら

突 然、魔 法 の娘 の頭が覗 いた。

愛 ら しくしか し不安 げであった。

彼 女 に手 を差 し出すべ きか

その 白い手 に、(こ こまでの句読点は筆者によるもの)

彼 女の 目は乞 うてい るので はないか?

こう言い なが ら、 わた しはまた

戻 って きま した、遥か な世界か ら。(1824年の稿)

この1824年 の稿 は殆 ど変化 しない ままに 『詩集』 第三版 まで引 き継 がれ ている。それ は最終稿

に比べ てか な り長 く、何 よ りもオカル トの よ うな表現 が主流 とな ってい る。追放 した女 を恋 し

く思 いなが ら も、彼 女 に魔 女性 を認 め、そ の帰還 に怯 える姿が顕著 に認 め られる。彼 女が戻 っ

て くるこ とを願望 しなが らも、実現 を望 まぬ心 理 も働 いてい るのであ る。

第一連 について も、最終稿では彼女の額 は 「気高い」 と表現 されるだけであるが、古い稿では、

その気高 い額 に 「罪 にみ ちた狂気」 が潜み、そ れが 「暗い眼差 しか ら覗 いてい た」 と表現 され

ていて、 まさに彼女 は狂気 の魔女 の ような無気味 さ を湛 えた存在 と して恐れ られている。そ し

て健全 な市民 たる男性 の心 には、彼女 との出逢い が拭 いが たい トラ ウマ と して残 って しまった

とい うような、い わば被 害者 の立場 が強調 され ているのであ る。 しか し最終稿 では、 この よう

な 自己憐潤 は克服 され、彼 女へ の未練 と愛 着、そ して彼 女 に対 して行 った 自 らの不実 、迷妄 に

ついての生涯 に亘 る後悔が表現 されている。

この ような大 きな変化 には至 らないが、1824年 の稿 か ら 「詩集』 第三版 に至 る古 い稿 の段 階

において も、微妙 なスタンスの変化 は認 め られる。詩のコーダに当たる部分で、1824年 の稿 では、

「彼女 に手 を差 し出すべ きか」、 「彼女 の 目は乞 うているので はないか?」 と現在形 で表現 さ

れてい る疑 問文が、 ノルテ ン稿 か ら後 は、 「彼 女 に手 を差 し出すべ きだ ったの か(や は り差 し

出すべ きだったのだ)」 、 「彼女の目は乞 うていたのではなか ったのか(き っと乞 うていたのだ)」

という過去形 になっている。 とま どい を表 現 した現在形 か ら、明 らかに後悔 を第一義 とす る過

去形の反語表現 へ と変化 してい るの だ。 そ して更 には 「詩集』第 四版 では、 この露 陶 しい夢 の

シー ンは完全 に削除 され るこ とになったのである。

恋 人はおお よそ無気味 な魔女 な どで はな く、今 こそ男 が恋 いこがれ る女性 となる。 「わた し」

は、彼女の時効 とされ るべ き過去 の過 ちを答 め立 てて、一方的 に追放 して しまった ことを後悔

してい るので ある。 「迷妄」 、 「罪」 は 自分 の側 にある。男 は夢見 てい る、 「ある 日わが家の

敷居 に/彼 女 が昔 の よ うに夜 明けの うす 闇の なか旅 の荷物 を傍 らに置 いて/腰 を降ろ して」 い

て くれ るこ とを、 「彼女 の 目が無邪気 にわた しを見上 げて/わ た しは また戻 って きました/遙

かな世界 か ら」 と言 って くれ るこ とを。最 終稿 で は、 それ までの稿 に漂 ってい た女性 の無気 味

さや魔 女性 は影 を潜 め、今 や もっ とも重篤 な罪 と して問われてい るのは、男 の不実 と不 甲斐 な

さで ある。赦 され得 ないの は、庇護 を必要 とす る弱 き 「悩 める女」か ら 「家」 をとりあげ、 「か
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なた灰色 の世界」へ と追放 して、彼女 をまさに宿 無 し、異邦人、 さまよえる女(ペ レグ リーナ)

に して しまった とい う、裏切 り行 為 なのであ る。 「わた し」 は 「無邪気 な帰郷者 」11)を空想 し

て 自らを慰 め、後 悔 を償 うだ けであ る。

なぜ に、愛す る人 よ、わた しは なん じを思 うの だろう

突然 にい ま幾千の涙 をなが して、

そ して全 く満た され ないのだろ う、

胸 をはるか彼 方へ 拡げ ようとす るのだ ろう。

ああ、 きの う明 るい子 ども部屋 のなか、

優美 に並べ たろ うそ くの光の もと、

わた しは にぎやか な冗談 に我 を忘 れていたが、

なん じが入 って きた、思 いや りのある美 しい苦悩 の似 姿 よ。

それはなん じの霊 だ った、霊 は食卓 に就 き、

わた したちは よそ よそ しく、黙 って苦痛 を押 さえなが ら座 ってい た。

つい にわた しは声 をあげてむせ び泣 き、

そ して手 に手 を取 って二 人は家 を後 に した。(r詩 剰 第四版)

「わた し」 は、昔 なが らの子 ども部屋 で、昔 なが らの優 しい家族 や友人 にか こまれて、無邪

気 な時間 を過 ごそ うとす る。大人 にな り、一人 の女性 を愛 し、 しか し彼 女 を優 しく受 け入れ る

ことがで きずに、傷 つけ追放 して しまったことなどすべて忘却 して、子 どもの時 に帰 ろうとする。

しか しそん なこ とは不 可能 だ。 「明るい子 ど も部屋」 に も苦 しい思 い出 はつ いて くる。面影 は

彼女 の 「霊」(Geist)と 呼 ばれ、 「わた し」 はあたか も取 り返せ ぬ死 者 を回想 してい るかのよう

で ある。 「美 しい苦悩 の似 姿」 は、やは りもの言 わず じっと耐 えてい る。異郷 の人であ る彼女

だけではな く、 「わた し」 もこの空間 にはそ ぐわな くなっている。 「子 ども部屋」 とい う 「楽園」

か ら、今 となっては 「わた し」 も追放 され、 もはや帰 る 「家」 はないのであ る。現 実 に市民社

会か ら追放 され た女が 「家」 を持 たないのは当然 だが 、彼 女 を追放 した男 もまた、 「家」 を失

ったのだ。庇護 を必要 とす る 「子 ども」 を、時効 とすべ き過 ちをとらえて、 「かなた灰色 の世界」

へ と追放 した罪 、彼女か ら 「家」 を奪 い、永久 に異邦 をさす らう宿 のない女 に して しまった罪、

この罪 か ら 「わた し」 は決 して逃れ られない.市 民社会 に身 を置 きなが らも、 「わた し」 は罪

を負 って追放 され た異邦人の心 を持 って生 きるので ある。

V

人は言 う、愛 は杭 につ ながれて立 ち

つい には貧 しく、打 ちのめ され、靴 も履かず に歩 き出す と。
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この気高い頭はもはや休む場 を持たず

涙で彼女は足の傷をぬらしている。

ああ、そ んなペ レグ リーナをわた しは見 つけたのだ。

彼女 の狂気 は美 しか った、燃 えるよ うな頬 、

春 の嵐 のなかで まだ夢 中になって戯 れて、

髪 に絡 まった野草の冠。

こんな美 しさを捨 て去 ることが どう してで きたのだろ う。

一 いっそ う魅力 を増 して昔の幸福 が戻 って くるのだ
。

さあおいで、 この腕 の中へ 、わた しを抱 きしめるために。

しか し悲 し くも、悲 し くも、 この まなざ しはわた しに何 を言 お うとす るのか。

彼女 はなお も半 ばは愛 し、半ば は憎み なが ら、 わた しに口づ け して、

背 を向け、二度 と戻 っては こない。(r詩 集』第四版)

冒頭 のス タンツェで恋人へ の不安 と悪 しき予感 の ような もの を描 くところか ら始 まったッ ィ

クルス は、Hの 詩 において二人が結 婚 に至 った ことを表現す る。 しか しその結 婚式や初夜 は決

して市 民的 な様 相 を呈 す る ものでは な く、 む しろメル ヒェ ンやバ ラー ドの異邦 の物 語の ような

雰囲気 を伝 える。詩 的 自我 は、彼女 との結婚 を素 直 に市民 的な もの としては描 け なか ったので

ある。それゆ え皿1の詩 の季節 になる と二人 の結婚 生活 は破綻せ ざるを得 な くなる。それ は予感

が的中 した とい うべ きなのか も知れない。 しか し予感(先 入観)を もって恋人 を眺めていた男の、

ゆがんだ劣等 感や、不思議 や魔法 を信 じよう とす る ロマ ン主義 的な傾 向が、 この ような進捗 を

促 した とは言 えるで あろ う。 自己の感傷性 と心 の狭 さを正 して、 この ようなゆが んだ軌道 を修

正 し、 あ らためて恋人 を受 け入 れ ようと思 って も、追放 され傷つ いた女性 は二度 と戻 らない。

彼女 の心 は もう救 われる ことはないのであ る。 そ して男 も永遠 に救 われ ない。IHの 詩 の終わ り

の節 に見 られた願望表現 と、IVの 子 ども部屋 か らの追放の場面 は、 この最終的結論 をまず は 「わ

た し」 の心象風 景 として表 現 してい る。そ してそれが現 実の事件 とな って生起す るのが、最 後

のソネ ッ トの世界 で ある。

ソネ ッ トは、 「愛 は杭 につ ながれ て立 ち/つ い には貧 しく、打 ちのめ され、靴 も履 かず に歩

き出す1と い う、 「愛の本質 につい ての解 釈 的陳述 」 で始 まる。12>この 「愛」 の形象 はキ リス

トの受難の図を思い出 させ る。 しか し 「プラ トンのエ ロス もまた貧 しく靴 も履 かず歩いている」。13)

アガペー もエ ロス も、貧 し く休 む場 を持 た ないの である。 この愛 の姿 は、 「わ た し」 の捨 てた

女性 にその ま まあて はまる。 「この気高 い頭 は もはや休 む場 を持 たず/涙 で彼 女 は足 の傷 をぬ

ら してい る」 とい う詩行 では、 「愛」(女 性 名詞)と 彼 女(sie)は 区別 が付 か ない。 そ して第

二連 に なって、 この ツ ィクルスで初 めて、 「ペ レグ リーナ 」とい う名が登場 す る。 しか しこの

ソネ ッ トが1829年 のMorgenblattに 単独 で掲載 された と きには、第二連一行 目の 「ペ レグ リー
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ナ(Peregrina)」 は 「愛(Liebe)」 と書か れた ままだ った。(そ れゆえペ レグ リーナ とい う名

が登場するのは、ノルテン稿以降 ということになる。)も ちろんその ままであっても、 「愛」が、

ツィクルスの 「不 思議 な子jで あ り、 「旧びた欺目剃 の ゆえに追放 された 「なん じ」 と重 なる

ことは明 らかであろ う。 しか し彼 女 を 「ペ レグ リーナ 」と命名 した こ とによ り、素足 で さす ら

う 「愛」 に喩 え られ た女性 は、ひ と り 「不思議 な子」 に とどまらず、遙 か に普遍性 を帯 びる。

ラテ ン語のPeregrinaは ドイッ語 に直せ ばdieFremde(異 国の女、 よそ人 、故郷 と住 む家 を持 た

ぬ女)と なる。dieFremdeと い う表現 で も、 「わた し」 によ り追放 された女 性の状況 を適切 に

反映 している とは言 え よう。 しか しそれを ドイッ語 では ないPeregrinaと い う名 に呼 び換 えるこ

とによ り、異郷性 と神秘性 はいっそ う増 し、十字 架 を背負 った この女性像 は、愛 に傷 つ き死 に

ゆ く女性 たちすべ て を包含す る ようになる。 ヨー ロッパ の文学財 産 に登録 され た悲劇 の ヒロイ

ンた ち(オ フ ェー リア、 ミニ ヨン、 グレー トビェ ンな ど)が 、 ペ レグ リーナ とい う名 の もとに

重 な り合い、 こぞ って 「愛」 の悲惨 な運命 を身 をもって証すので ある。

打 ちのめ された 「愛」の シ ンボル となったペ レグ リー ナ(恋 人)は 、 「わた し」 の前 に再 び

姿を見せ る。 さす らう彼女の姿 には 「狂気」が漂 い、ふ るまいは 「野生」 を友 とする 「非市民的」

な もの となっている。 しか し魅力 は何倍 に もなっている。 ようや くこの女性 の独 自の美 しさを

発見 した男 は、恋 人が帰 って きて くれた と喜ぶ。 しか し彼 女 は 「なお も半 ばは愛 し、半 ばは憎

みなが ら、 わた しに口づ け して/背 を向 け、二度 と戻 って はこない」 。 これ こそ 「わた し」 に

下 され た最終 的判 決であ る。 「愛」 は男 の もとに とどまらず、放浪者 であ り続 け る。 そ して男

の生 もそれ と異 な らず、異郷 をさす らうもの(Peregrinus)と なって しまったのであ る。

「わ た し」 の恋 人 に対 す る疑惑 を、ス タ ンツェの形 式で描 き始 めた ツィクルス は、物語 的、

回顧 的、空想 的な詩 を通過 して、最後 にソネ ッ トで 自らを閉 じる。 その ソネ ッ トは、 ス タンッ

ェか ら始 まった個 人史 的な詩 の歩み を踏襲 しなが らも、同時に広大 な文学 的記憶 を呼 び起 こし、

一個 の恋愛経験 を、 「愛の運命」 とい う普遍的 な レベル にまで高 めた。ペ レグ リーナ に故郷 は

ない。彼女 は、安 らぎの 「家」を持 たぬ孤独 な 「愛」の シ ンボルであ る。 こう して メー リケの 『ペ

レグ リーナ』詩群 は、詩人 の現実 的体験 につい ての表 現か ら始 ま りなが らも、最後 には普遍 的

で象徴 的な表現 を生 み出 して、円環 を閉 じる ことになるのであ る。
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